
管中混合固化処理工　正誤表

P6－1

P6－7

P6－2

平成20年9月1日 訂正

誤 正頁

ｆ ：グラブ浚渫土量の標準変化率 

Ｂ ：土運船の公称泥艚容量（ｍ３） 

ｑ０：グラブ浚渫船１時間当り浚渫量（ｍ３／h） 

ｑ０＝ｑ×Ｅ１×Ｅ２×Ｅ３   （小数２位四捨五入） 

ｑ ：グラブ浚渫船（普通地盤用）１時間当り浚渫量（ｍ３／h） 

Ｅ１：土圧区分能力係数 

Ｅ２：海象条件区分能力係数 

Ｅ３：水深区分能力係数 

「港湾土木請負工事積算基準、グラブ浚渫工、施工歩掛、作業能力」を適用する。 

ｆ ：グラブ浚渫土量の標準変化率

Ｂ ：土運船の公称泥艙容量（ｍ ）３

ｑ ：グラブ浚渫船１時間当り浚渫量（ｍ ／h）０
３

ｑ ＝ｑ×Ｅ ×Ｅ ×Ｅ （小数２位四捨五入）０ １ ２ ３

ｑ ：グラブ浚渫船（普通地盤用）１時間当り浚渫量（ｍ ／h）３

Ｅ ：土圧区分能力係数１

Ｅ ：海象条件区分能力係数２

Ｅ ：水深区分能力係数３

を適用する。「港湾土木請負工事積算基準、グラブ浚渫工、施工歩掛、作業能力」

１． 総 則 

１－１ 積算体系 

１－１－１ 積算価格の構成 

積算価格の構成は、「港湾土木請負工事積算基準」を参照のこと。 

本積算基準では、管中固化処理工における直接工事費を示し、その他の共通仮設費、現場管理費、一般管理費

は除くものとする。 

 

１－１－２ 積算価格構成の内訳 

 積算価格構成の内訳は、「港湾土木請負工事積算基準」を参照のこと。 

 

１－２ 適用範囲 

本書で取り扱う範囲は、管中混合方式を対象とする。ただし、積算上では圧送機添加方式、ライン添加方式を

区分した取り扱いはしない。 

１．総 則

１－１ 積算体系

１－１－１ 積算価格の構成

積算価格の構成は、 を参照のこと。「港湾土木請負工事積算基準」

本積算基準では、管中混合固化処理工における直接工事費を示し、その他の共通仮設費、現場管理費、一般管

理費は除くものとする。

１－１－２ 積算価格構成の内訳

積算価格構成の内訳は、 」を参照のこと。「港湾土木請負工事積算基準

１－２ 適用範囲

本基準は、管中混合方式に適用する。ただし、積算上では圧送機添加方式、ライン添加方式を区分した取り扱

いはしない。

１－５ 積算フロー

埋 立 工

管中混合固化処理工（海上埋立） 管中混合固化処理工（陸上埋立）

管中混合固化処理 管中混合固化処理

（海上埋立） （陸上埋立）

１－７ 数量計算等

１－７－１ 集計数位

種別(レベル３) 細別(レベル４) 内 容 単位 数 位 摘 要

管中混合固化処理工 管中混合固化処理 基準土量 ｍ １位止を原則とす 四捨五入３

る。ただし、数量

が５桁以上の場合

は、有効数字４桁

とする。

固 化 材 ｔ 小数1位止を原則

とする。

注）固化処理土量１ｍ 当りの固化材添加数量については単位を｢kg｣とし、数位は小数２位四捨五入と３

する。

１－７－２ 材料割増率

種別(レベル３) 細別(レベル４) 内 容 割増率(％) 摘 要

管中混合固化処理工 管中混合固化処理 固 化 材 3

注）上記によりがたい場合は、別途考慮する。

１－５ 積算フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管中混合固化処理工 

管中混合固化処理工（海上設備） 

管中混合固化処理 

（海上設備） 

管中混合固化処理工（陸上設備）

管中混合固化処理 

（陸上設備） 

１－７ 数量計算等 

１－７－１ 集計数位 

区 分 内 容 単位 数  位 摘  要 

基準土量 ｍ３ 
１位止を原則とする。ただし、数量が５

桁以上の場合は、有効数字４桁とする。管中混合固化処理工 

固化材 ｔ 小数 1 位止を原則とする。 

四捨五入 

注）固化処理土量１ｍ３当りの固化材添加数量については単位を｢kg｣とし、数位は小数２位四捨五入と

する。 

 

１－７－２ 材料割増率 

区 分 内 容 割増率（％） 摘  要 

管中混合固化処理工 固化材 3  

注）上記によりがたい場合は、別途考慮する。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正誤表の対象は、平成19年4月版および平成20年4月一部改訂版です。平成20年8月改訂版は修正済です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※今後の改訂・正誤表情報については、当センターＨＰ『改訂・正誤表のお知らせ一覧（http//www.scopenet.or.jp/main/product/corrigenda.html）』をご覧ください。



管中混合固化処理工　正誤表 平成20年9月1日 訂正

誤 正頁

P6－8

P6－11

P6－15

(6) 拘束費

管中混合固化処理船団の拘束費計上日数

区 分 拘束費計上日数 対象作業内容 摘 要

着 手 前 0.5日 フロータ接続、送水試験 全隻数

必要な場合のみ
完 了 後 1.0日 検測待ち

複数船団の場合は大型の１船団

そ の 他 必要な日数 経層探査待ち等 対象となる隻数

(6) 拘束費 

管中固化処理船団の拘束費計上日数 

区 分 拘束費計上日数 対象作業内容 摘  要 

着 手 前 0.5 日 フロータ接続、送水試験 全隻数 

完 了 後 1.0 日 検測待ち 
必要な場合のみ 

複数船団の場合は大型の１船団

そ の 他 必要な日数 経層探査待ち等 対象となる隻数 

 

２－２－５ 施工歩掛 

１）作業能力 

(1) １日当りの基準土量 

管中固化処理工の１日当り基準土量は、１日当り浚渫土量（地山土量）とする。 

２－２－５ 施工歩掛

３）作業能力

(1) １日当りの基準土量

管中混合固化処理工の１日当り基準土量は、１日当り浚渫土量（地山土量）とする。

２）固化材供給船 

   固化材供給船  運転 1 日当り                          就業 10 時間  

数    量 
名  称 形状寸法 単位

30ｔ／h 60ｔ／h 100ｔ／h 
摘  要 

主  燃  料 重油Ａ ç/h 103.8×T 162.5×T 216.9×T  

高 級 船 員  人 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  人 4×β 5×β 6×β  

損     料 運 転 時間 T  

〃 供 用 日 α  

注）作業能力により運転時間（T）を決定し主燃料および損料（運転）を算出し決定する。 

３）打設船 

   打設船  運転１日当り                             就業 10 時間  

数    量 
名  称 形状寸法 単位

300ｍ３／h 600ｍ３／h 800ｍ３／h
摘  要 

主  燃  料 重油Ａ ç/h 42.6×Ｔ 61.0×Ｔ 76.7×Ｔ  

高 級 船 員  人 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  人 4×β 5×β 6×β  

損     料 運 転 時間 T  

〃 供 用 日 α  

注）作業能力により運転時間（Ｔ）を決定し主燃料および損料（運転）を算出し決定する。 

 

２）固化材供給船 

固化材供給船  運転１日当り 就業10時間

数  量 
名  称

 
形状寸法

 
単位

 
30ｔ/h 60ｔ/h 100ｔ/h 

摘  要
 

主  燃  料 重油Ａ ℓ 103.8×Ｔ 162.5×Ｔ 216.9×Ｔ  

高 級 船 員  人 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  〃 4×β 5×β 6×β  

損     料 運 転 時間 Ｔ  

〃 供 用 日 α  

注）作業能力により運転時間（Ｔ）を決定し主燃料および損料（運転）を算出し決定する。 

 

 

３）打設船 

打設船  運転１日当り 就業10時間

数  量 名  称
 

形状寸法
 

単位
 

300ｍ３/h 600ｍ３/h 800ｍ３/h

摘  要
 

主  燃  料 重油Ａ ℓ 42.6×Ｔ 61.0×Ｔ 76.7×Ｔ  

高 級 船 員  人 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  〃 4×β 5×β 6×β  

損     料 運 転 時間 Ｔ  

〃 供 用 日 α  

注）作業能力により運転時間（Ｔ）を決定し主燃料および損料（運転）を算出し決定する。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正誤表の対象は、平成19年4月版および平成20年4月一部改訂版です。平成20年8月改訂版は修正済です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※今後の改訂・正誤表情報については、当センターＨＰ『改訂・正誤表のお知らせ一覧（http//www.scopenet.or.jp/main/product/corrigenda.html）』をご覧ください。


